
 ケアマネジャー資格や

社会福祉士資格取得に

よる職種転換 
 
 
 
 

など 

Ａ．在宅介護サービス業における介護職員のキャリアパスのモデル例 

ケアスタッフ初級 

介護職員基礎

研修修了 

実務経験＋国家試験 

介護福祉士資格取得 

 
専門性向上 

 
 
 
 

ケアスタッフ上級 

 
専門性向上 
指導力向上 

 
 
 

ケアスーパーバイザー 
教育・指導専門職 

単一サービスの 
責任者 

複数サービス、複数

事業所の責任者 

ケアマネジャー 

部門責任者 

熟練志向 教育志向 マネジメント志向 職種転換志向 

介護福祉士資格取得者 ヘルパー2 級・1 級研修修了者 介護職員基礎研修修了者 

基礎業務習得 

技能向上 

指導力習得 

介護福祉士養成校 

ケアスタッフ中級 

３年以上 

チームリーダー（サービス提供責任者等） 

※新卒介護福祉士の場合、3年未満で

サービス提供責任者登用もあり 

２～３年 

５年以上 

ヘルパー1 級 
研修修了 

相談員 

ケアスタッフ上級 

※キャリアの可能性を示す図であり、必ずしも組織上の上下関係を示すものではありません 

※
各
職
種
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ 



etc. 

Ｂ．在宅介護サービス業における介護職のコース別・レベル別役割期待モデル例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

熟練志向 教育志向 マネジメント志向 職種転換志向 

ケアスタッフとしての十分な経験（上級

程度）。チームリーダー（サ責等）として

の指導・管理業務経験があればなお可 

ケアスーパーバイザー 

・ケアスタッフの教育・指導専門職として、

ケアのスーパーバイズ、同行訪問による

スキル指導やＯＪＴ、研修講師、カウン

セリング等を行う 

ケアスタッフとしての経験 
（1～3年程度） 

ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ（ｻｰﾋﾞｽ提供責任者等） 

・小規模グループやチームのリーダーとし

て、管理者を補佐し、サービスの品質管

理、スタッフの指導、業務の企画・立案、

業務改善等を行う 

単一ｻｰﾋﾞｽの責任者 

・単一サービスの責任者として、運営方針

および目標の設定を行い、その実現に向

けて業務全体を統括する 

複数ｻｰﾋﾞｽ、複数事業所の責任者 

・複数サービス、または複数事業所の責任

者として、全体の運営方針および目標の

設定を行い、その実現に向けて統括する 

部門責任者 

・介護サービス全体の統括責任者として、

サービス全体の運営方針および目標の設

定を行い、その実現に向けて統括する 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケアスタッフと

しての経験 
   ＋ 
職種転換に必要

な資格取得 

ケアマネジャー資

格を活用した仕事 

専門性・指導力向上 
経営管理力向上 

熟練志向 

教育志向 

職種転換 

志向 

マネジメ 

ント志向 

※相互転換可能 

各職種のキャリアア

ップシステムへ 

社会福祉士資格を

活用した仕事 

組織階層の上昇 

専門性の深化・領域の拡大 

ケアスタッフ（初級） 

・基礎的な実務知識、技能を有し、比較的難

易度の高くないケースを担当する 
・決められた内容のサービスや業務を、決め

られた手順で実施する 

ケアスタッフ（中級） 

・基礎的な実務知識、技能を応用し、比較的

難易度の高いケースにも対応する 
・決められた内容のサービスや業務を手際良

く効率的に実施する 
・利用者のニーズや、状況の変化に適切に対

応する 

ケアスタッフ（上級） 

・幅広い実務知識と経験を有し、難易度が極

めて高いケースにも対応する 
・事業所において、ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ（サ責等）の補

佐、新人や後輩の指導、訪問介護計画作成の

補佐・改善提案などにも対応する 

・緊急時の対応を適切に行う 



Ｃ－１．在宅介護サービス業における介護職のキャリアアップに対応した教育テーマと人材育成の施策例 ＜マネジメント志向＞ 

職

層 

レ

ベ

ル 

役割 
役職と

の対応 
賃金 

経験年

数目安 
期待基準 主要な教育テーマ 

人材育成の施策 

社内研修 ＯＪＴ、ミーティング、自己啓発等 資格・免許・講習等 

管

理

職 

6 部門責任者 部長級   

・部門責任者として、サービス全体の運営

方針および目標の設定を行い、その実現に

向けて統括する 

・部門責任者に求められるマネジメント業務を習得す

る 

・リーダーシップの展開 

・総合的判断力や課題形成力・課題解決力を高める 

・戦略策定、実践力の展開 

 

◆部門責任者研修（新任・現任） 

・共通項目（経営管理、運営管理、

戦略策定） 

・専門的項目（サービス管理、地域

包括ケア） 

・チャレンジングな目標設定と実践、

検証（財務、業務、人材育成、顧

客満足、自己啓発等）、 

・部門責任者会議 

・人事考課面接、目標管理面接 

・外部研修参加 

・異業種交流 

○経営管理力、マネジメント

力、戦略思考等を高めるため

の研修・講習 

 

○人材マネジメント・指導・育

成力を高める研修・講習 

 

○専門技能・知識を高める資

格・講習等 

・介護支援専門員 

・社会福祉士 

・認知症介護実践リーダー研修 

・認知症対応型サービス事業管

理者研修 

・認知症介護実践研修 

・精神障害者ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ 

・難病患者等ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ 

・ガイドヘルパー 

・福祉住環境コーディネーター 

・福祉用具専門相談員 

・福祉ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾜｰｶｰ 

・精神保健福祉士 

・THP指導者 

・社会福祉主事 

・介護福祉士 

・ヘルパー1級 

・介護職員基礎研修 

・ヘルパー2級（必須） 

5 

複数サービ

ス、複数事業

所の責任者 

課長級  
5年 

以上 

・複数サービス、または複数事業所の責任

者として、全体の運営方針および目標の設

定を行い、その実現に向けて統括する 

・複数サービス、複数事業所の責任者に求められるマ

ネジメント業務を習得する 

・リーダーシップの展開 

・総合的判断力や課題形成力・課題解決力を高める 

・戦略的発想を身につける 

・地域福祉の推進役としての力量を高める 

◆複数事業所責任者研修（新任・現

任） 

・共通項目（複数事業所マネジメン

ト） 

・専門的項目（事業所運営管理、サ

ービス管理、地域包括ケア、ス

ーパービジョン） 

・チャレンジングな目標設定と実践、

検証（財務、業務、人材育成、顧

客満足、自己啓発等）、 

・管理者会議 

・人事考課面接、目標管理面接 

・外部研修参加 

・異業種交流 

一

般

職 

4 
単一サービス

の責任者 
係長級   

・単一サービスの責任者として、運営方針

および目標の設定を行い、その実現に向

けて業務全体を統括する 

・管理者に求められるマネジメント業務を習得する 

・事業運営・管理の知識・技術を習得する 

・チームマネジメント、リーダーシップ、部下指導力、

人材育成力を一層高める 

・チームケア・連携の知識・技術を学ぶ 

・サービス管理力を一層高める 

◆管理者研修（新任・現任） 

・共通項目（事業所マネジメント、

リーダーシップ、コーチング、

問題解決） 

・専門的項目（チームケア・連携、

事業運営管理） 

・チャレンジングな目標設定と実践、

検証（財務、業務、人材育成、顧

客満足、自己啓発等）、 

・管理者会議 

・人事考課面接、目標管理面接 

・外部研修参加への支援 

3 

チームリーダ

ー（ｻｰﾋﾞｽ提供

責任者等） 

主任級  
3年 

以上 

・小規模グループやチームのリーダーとし

て、管理者を補佐し、サービスの品質管理、

スタッフの指導、業務の企画・立案、業務

改善等を行う 

・小規模グループのリーダーに求められるマネジメン

ト業務を習得する 

・チームマネジメント、リーダーシップ、部下指導、

人材育成の基本を身につける 

・サービスの質の向上や業務の改善力、問題解決力を

高める 

・専門性を深化・拡大させる 

◆チームリーダー研修（新任・現任） 

・共通項目（チームマネジメント、

人材育成、コーチング、リスク

管理） 

・専門的項目（応用的な介護技術・

知識、サービス別リーダー業務） 

・職務経験の中での実践、検証 

・カンファレンス、事例検討 

・定例会、事業所内勉強会 

・チームリーダー会議 

・人事考課面接、目標管理面接 

・資格取得支援 

・外部研修会、発表会への参加 

・改善提案制度への参加 

2 
ケアスタッフ 

中級 

一般 

 
2～3年

程度 

・基礎的な実務知識、技能を応用し、比較

的難易度の高いケースにも対応する 

・決められた内容のサービスや業務を、手

際良く効率的に実施する 

・利用者のニーズや、状況の変化に適切に

対応する 

・実践的な介護技術・知識を習得する 

・現場における状況判断力を高める 

・専門性をより深める 

・改善提案力を高める 

◆現任介護職研修 

・共通項目（チームワーク、コミュ

ニケーション） 

・専門的項目（実践的な介護技術・

知識） 

・先輩職員による計画的ＯＪＴ 

・カンファレンス、事例検討 

・定例会、事業所内勉強会 

・人事考課面接、目標管理面接 

・ＯＪＴリーダーの体験 

・資格取得支援 

・外部研修会、発表会への参加 

・改善提案制度への参加 

1 
ケアスタッフ

初級 
 

1年未満

程度 

・基礎的な実務知識、技能を有し、比較的

難易度の高くないケースを担当する 

・決められた内容のサービスや業務を、決

められた手順で実施する 

・スムーズな職場適応を図る 

・社会人・組織人としての自覚を養う 

・初期の不安や悩みをフォローする 

・基本的な制度・サービスを理解する 

・基本的な介護技術・知識を習得する 

・専門性の基礎作りを行う 

・サービス実践力を高める 

◆新人研修（入社時・フォロー） 

・共通項目（組織の理念・ルール、

職業倫理、コンプライアンス） 

・専門的項目（制度・サービスの理

解、基本的な介護技術・知識） 

・その他（不安や悩みの共有化） 

・ＯＪＴリーダーによる個別指導 

・カンファレンス、事例検討 

・定例会、事業所内勉強会 

・人事考課面接、目標管理面接 

・資格取得支援 

・参考図書・課題図書の紹介 

 



Ｃ－２．在宅介護サービス業における介護職のキャリアアップに対応した教育テーマと人材育成の施策（例）＜熟練志向・教育志向＞ 

職

層 

レ

ベ

ル 

役割 
役職との対応 

賃金 
経験年

数目安 
期待基準 主要な教育テーマ 

人材育成の施策 

常勤 非常勤 社内研修 ＯＪＴ、ミーティング、自己啓発等 資格・免許・講習等 

一

般

職 

４ 

～ 

３ 

ケアスーパ

ーバイザー 

係長級 

一般 

 

5年 

以上 

・ケアスタッフの教育・指導専門職として、ケ

アのスーパーバイズ、同行訪問によるスキル

指導やＯＪＴ、研修講師、カウンセリング等

を行う 

・ケアスーパーバイザーに求められるチームマネジ

メント、リーダーシップ、部下指導、人材育成の

基本を身につける 

・サービスの質の向上や業務の改善力、問題解決力

を高める 

・専門性を深化・拡大させる 

・サービス運営・管理の全体像を把握する 

◆指導者研修 

・共通項目（リスク管理、問題解

決、コーチング） 

・専門的項目（ケアスーパービジ

ョン、サービス運営・管理） 

・カンファレンス、事例検討 

・定例会、勉強会 

・人事考課面接、目標管理面接 

・外部研修、発表会への参加支援 

○人材マネジメント・指導・育

成力を高める研修・講習 

 

○専門技能・知識を高める資

格・講習等 

・介護支援専門員 

・社会福祉士 

・認知症介護実践リーダー研修 

・認知症対応型サービス事業管

理者研修 

・認知症介護実践研修 

・精神障害者ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ 

・難病患者等ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ 

・ガイドヘルパー 

・福祉住環境コーディネーター 

・福祉用具専門相談員 

・福祉ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾜｰｶｰ 

・精神保健福祉士 

・THP指導者 

・社会福祉主事 

・介護福祉士 

・ヘルパー1級 

・介護職員基礎研修 

・ヘルパー2級（必須） 

主任級 

 

ケアスタッ

フ上級 
 

3～5年 

以上 

・幅広い実務知識と経験を有し、難易度が極め

て高いケースにも対応する 

・事業所において、チームリーダーの補佐、新

人や後輩の指導、訪問介護計画作成・改善提

案などにも対応する 

・緊急時の対応を適切に行う 

・制度上の要請等から質を確保する必要性の高いテ

ーマについての専門技術・知識の習得 

・サービスの質の向上や業務の改善力、問題解決力

を高める 

◆熟練者向け研修 

・共通項目（リスク管理） 

・専門的項目（認知症ケア、介護

予防・維持期リハビリ、医療ニ

ーズのある人へのケア、住環

境・生活環境・福祉用具、障害

者に対するケア等） 

・職務経験の中での実践、検証 

・カンファレンス、事例検討 

・定例会、事業所内勉強会 

・人事考課面接、目標管理面接 

・資格取得支援 

・外部研修会、発表会への参加支援 

・改善提案制度への参加 

 

２ 
ケアスタッ

フ中級 
 

2～3年

程度 

・基礎的な実務知識、技能を応用し、比較的難

易度の高いケースにも対応する 

・決められた内容のサービスや業務を、手際良

く効率的に実施する 

・利用者のニーズや、状況の変化に適切に対応

する 

・実践的な介護技術・知識を習得する 

・現場における状況判断力を高める 

・専門性をより深める 

・改善提案力を高める 

◆現任介護職研修 

・共通項目（チームワーク、コミ

ュニケーション） 

・専門的項目（実践的な介護技術・

知識、ケアプラン・ケアマネジ

メント） 

・先輩職員による計画的ＯＪＴ 

・カンファレンス、事例検討 

・定例会、事業所内勉強会 

・人事考課面接、目標管理面接 

・ＯＪＴリーダーの体験 

・資格取得支援 

・外部研修会、発表会への参加支援 

・改善提案制度への参加 

１ 
ケアスタッ

フ初級 
 

1年未

満程度 

・基礎的な実務知識、技能を有し、比較的難易

度の高くないケースを担当する 

・決められた内容のサービスや業務を、決めら

れた手順で実施する 

・スムーズな職場適応を図る 

・社会人・組織人としての自覚を養う 

・初期の不安や悩みをフォローする 

・基本的な制度・サービスを理解する 

・基本的な介護技術・知識を習得する 

・専門性の基礎作りを行う 

・サービス実践力を高める 

◆新人研修（入社時・フォロー） 

・共通項目（組織の理念・ルール、

職業倫理、コンプライアンス） 

・専門的項目（制度・サービスの

理解、基本的な介護技術・知識） 

・その他（不安や悩みの共有化） 

・ＯＪＴリーダーによる個別指導 

・カンファレンス、事例検討 

・定例会、事業所内勉強会 

・人事考課面接、目標管理面接 

・資格取得支援 

・参考図書・課題図書の紹介 
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